「輪っかにして折れば長方形になるよ」

面積　(5年)　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山・下松・新南陽・都濃支部

Ⅰ　研究課題

	算数を楽しむ子どもを育てる


～基礎・基本の定着をめざした指導方法の工夫と発展的な学習のあり方～
Ⅱ　研究課題について

　円周率のある複雑な計算ができる者が必ずしも桶を作れるとは限らない｡しかし、桶職人なら張り代を含め、3.16で水漏れしない湯桶が作れる｡これと似たような事象として、操作的な学習や発展的な学習においては､必ずしも知的理解や計算技能を身につけた児童が達成したり高い意欲を示したりするのではなく､むしろ思いもよらぬ児童が、いとも簡単にやってのけることの方が多い｡このように､操作的な学習や発展的な学習の場において､経験を基盤に前向きに取り組める児童の姿を｢算数を楽しむ子ども｣と捉えた｡こういった考えを根底に基礎・基本の定着を図るための指導方法の改善として､次の2つの仮説を立てて実践することとした｡

・求積方法を考えさせる際に学習形態の工夫をすれば､その公式を作り出す学習過程において個に

応じた多様な体験をさせることが可能となるであろう｡

・発展的な学習にも対応できる操作的な教具を使用することで、より多様な操作活動が可能となり

楽しみながら学習できるであろう｡
Ⅲ　研究の経過
 7月　25日(金)　　　　研究課題の設定と研究計画      　　　　　　　( 周南市久米公民館 )

10月　11日(土) 　　　 支部での授業案検討　　　      　　　　　　　( 　　同　上　 　　)　

11月　 5日(水)　 　 　授業研究及び研究協議  　　　　　　　　　　  (下松市立下松小学校)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業者　　　下松市立下松小学校　教諭　中村　紀子　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　校　教諭　西村　洋一　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　山口大学教育学部附属光小学校　星野　朋啓　

　　　　　

Ⅳ　指導案　(別紙)
第５学年１組　算数科（少人数）学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　５年１組　教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　　　中村　紀子


場　所  ５年児童活動室
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　　　西村　洋一

研究主題

	基礎・基本の定着をめざした指導方法の工夫と発展的な学習のあり方

～かかわりをとおして、基礎・基本の定着を図る少人数指導のあり方～


１　単元名　面積

２　目　標　

（１）既習の面積の公式をもとに、平行四辺形、三角形の面積を求める公式を進んで見出そうとすることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）既習の面積の公式をもとに、平行四辺形、三角形の面積を工夫して求めたり、公式をつくったりすることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）平行四辺形や三角形の面積の求積公式を用いて、面積を求めることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　指導の立場

　　本学級の児童は、４学年から始まった「少人数指導」により、面積の単位や長方形・正方形の面積の求め方とその公式を学習している。また、５年一学期の単元「四角形」では、平行四辺形、台形、ひし形について、その性質や図形の構成及び作図を学習してきた。方眼紙を使った平行四辺形の作図では、全員の児童が平行をきちんと方眼上でとらえることができた。また、図形のしきつめでは、平行四辺形や台形を並べかえて、隙間なく平面をしきつめる活動の中で、図形のもつ美しさや不思議さを感じつつ、平面の広がりについての理解を深めたり、図形に対する性質を見出したりすることができた。これらの経験があれば、既習の図形に等積変形していく活動をとおして面積を求めることは、抵抗なくできるものと予想される。なお、レディネステストの「方眼上の頂点を結んで平行四辺形を作る問題」と「図形を組み合わせて形を構成する問題」（タングラム）では、どちらの問題も十分できた児童は数名しかおらず、ほとんどの児童は一方ができても、もう一方はできていないという傾向が見られた。

　　本単元は、平行四辺形や三角形の面積の求め方を考えながら、面積の概念の理解を深めることを主なねらいとしている。ここでは平行四辺形を学習した後に、三角形を学習することとする。それは、平行四辺形の方が長方形の構成要素により近いので、等積変形の発想が生まれやすく、求積方法が見つかりやすい。さらに、三角形の面積では、平行四辺形を２等分することで容易に求められることにも気づきやすい。よって、これらの学習の流れによって、児童はスムーズに思考を深めていくことができるであろう。また、平行四辺形の対角線で２分割された形が、三角形の面積を求める公式の中にある‘÷２’の意味を表していることを認識できるなど、公式の意味と自己の操作活動とを対応させやすいといった利点も生じる。このことは、最後の台形やひし形などの面積を求めさせる学習場面でも生かされるものと考える。なお、求積方法を考える際に、多様な経験をさせたり、公式をつくり出す過程で一人一人の論理的な思考を大切にする学習形態を設定したりする上でも少人数学習が適している。

　　そこで指導にあたっては、多様な経験と、公式を自らつくり出していくという学習の中から、論理的に考える楽しさやよさを味わうことができるよう、次のことに留意したい。

・課題で扱う図形は、数的また操作的にも容易に扱えるものとし、求め方や考え方に焦点化を図る｡

・ジオボードなど具体操作のできる教具を使用するなかで、ヒントとなる絵カードをたくさん用意したり、オープンエンドとなるような活動を多く仕向けたりすることで、児童が自力で面積を求めやすくなるようにする。

・第一次では、レディネステストにあった操作技能の実態を加味することで「高さを変えて考える」と「傾きだけを変えて考える」という２つのコースを設け、より児童の実態に即した学習ができるようにする。

・コース選択は、児童が意欲的に取り組めるよう、レディネステストの結果や教師の助言もふまえさせ、児童自身で決定させる。

・２つのコースが合流して、お互いのみつけた方法などを話し合う時間を設けることにより、さらに考えが広がっていくようにさせる。

４　指導と評価の計画（総時数１３時間）

	配時
	学習活動・内容
	評価規準と教師の働きかけ

	第

一

次

(5)
	（導入）等しい面積

○　平行四辺形の面積

・求積の仕方　（本時）

・求積公式

・公式の活用

※（コース選択学習）
	関　平行四辺形の面積を既習の図形の面積と関連づけて求めようとしている。　　　　　　（観察、ワークシート）

考　平行四辺形の面積の公式を等積変形した長方形に帰着させて考えている。　　　　　　（観察、ワークシート）

知　平行四辺形の底辺や高さをつかみ、面積の求め方を理解している。　　　　　　　　　　　　　（観察、ノート）

○　長方形に等積変形することで面積やその公式をつくるのに必要な条件を見つけ出させる。

○　各コースで出てきた公式を導き出すまでの過程を、全体の中で発表し合わせて理解を深めさせる。

	第

二

次

(5)
	○　三角形の面積

・求積の仕方

・求積公式

・公式の活用

○　面積の求め方の工夫

・関数的な見方

・練習問題

※（少人数学習）
	考　平行四辺形の面積の公式をもとに三角形の面積を工夫して求めたり公式をつくり出したりしている。　

（観察、ワークシート）

表　面積の公式を用いて、面積を求めている。

（ノート、ワークシート）

表　底辺が２倍、３倍になると面積も２倍、３倍に変わっていくことを説明している。　　　　　　　（発表、ノート）

○　数量関係の調べ方が定着していない児童には、依存関係にある２つの量を明確にして表を作らせ、変化のようすを順に調べていくよう助言する。

	第

三

次

(3)
	○　一般四角形

・三角形への分割

・公式の適用

○　いろいろな四角形の面積

※（学年関心度別学習）
	表　いろいろな四角形の面積を、既習の面積の公式を使って求めている。　　　　　　　　　　　　　（ワークシート）

考　いろいろな四角形の面積を既習の四角形に倍積変形して公式について考えている。　　　　（観察、ワークシート）

○　既習の求積方法の活用や対角線の引き方が２通りあること、共通の底辺を見つけることなどを助言する。


高さを変えて考えるコース

場　所　５年１組　教室

指導者　　　中村　紀子

５　本時案（第一次　２／５時分）　　　　　　　　　　　

（１）教材名　平行四辺形の面積

（２）主　眼

平行四辺形を等積変形する操作をとおして、その面積の求め方を考えることができる。

（３）評　価

ア　平行四辺形の面積を既習の図形の面積と関連づけて求めようとすることができたか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観察、ワークシート）

　　イ　平行四辺形の面積を等積変形した長方形に帰着させて考えることができたか。

（観察、ワークシート）

（４）準　備　平行四辺形（児童用）、変形できる平行四辺形、ジオボード、ヒントカード

（５）展　開

	段階
	学習活動・内容
	児童の思考の流れ
	教師の働きかけ

	課題の把握＼

課

題

の

追

究

＼

課題の発展
	１　本時の課題をつかむ。


２　平行四辺形の面積の求め方を考える。

・底辺８㎝×高さ４㎝の平行四辺形

　・いろいろな平行四辺形

３　自分のみつけた方法を発表する。

・平行四辺形の面積の求め方

４　次時の学習のめあてをつかむ。


	・前の時間には長方形や正方形の面積を求めたよ。今日は平行四辺形の面積だ。

・平行四辺形も５×８で４０㎝２になるのではないかな。

・平行四辺形のななめになっているところをそのままかけ算してもいいのかな。

・少し小さくなっているようだ

・ここを切ってこっちにもっていくと長方形になるよ。長方形にしたら○㎝２になったよ。

・　いろいろな方法で求めることができるね｡　

・みんな長方形にして考えると求められるね。

・横の長さは変わらないけど、はばが変わったな。

・公式ができるかもしれない。
	・平行四辺形について話し合うことで、既習事項の確認をする。

・ジオボードでいろいろな平行四辺形をつくらせて性質などを確かめさせる。

・教具を提示し形を変形して見せ、長方形の面積の求め方と同じでよいか考えさせる。

・方眼の紙に作った長方形と平行四辺形を配布し、自由に考えさせる。

評価ア

・等積変形に気がつかない児童にはヒントカードなどで前時の学習を想起させる。

・いろいろな平行四辺形を用意し、自由に調べさせる。

・等積変形した形からも、求めた面積からも、面積がもとの長方形より小さいことを実感させる。

・どんな平行四辺形も長方形に等積変形することができ、切り口（はば）が求積のポイントとなることを確認する。

・いろいろな考え方を発表させ、どれも長方形に帰着させ考えていることを確認する。　　　　　　評価イ　　　　　　　　　　

・幅に着目すれば公式化できそうだという子どもの意見をとり上げ、次時への課題とする。


傾きだけを変えて考えるコース

場　所　５年児童活動室

指導者　　　西村　洋一

５　本時案（第一次　２／５時分）

（１）教材名　平行四辺形の面積

（２）主　眼　

平行四辺形を等積変形する操作をとおして、その面積の求め方を考えることができる。

（３）評　価

ア　平行四辺形の面積を既習の図形の面積と関連づけて求めようとすることができたか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観察、ワークシート）

イ　平行四辺形の面積を等積変形した長方形に帰着させて、考えることができたか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観察、ワークシート）

（４）準　備　平行四辺形（児童用）、引き出せる封筒、ヒントカード

（５）展　開

	段階
	学習活動・内容
	児童の思考の流れ
	教師の働きかけ

	課題の把握

＼

　課

　　　　　　　　

題　　

の

　追

　究

＼

課題の発展
	１　本時の課題をつかむ。


２　平行四辺形の面積の求め方を考える。

　

・長方形への等積変形

　・傾きの大きな平行四辺形

３　自分のみつけた方法を発表する。

· 平行四辺形の面積の求め方

４　次時の学習のめあてをつかむ。


	・等しいかどうかを確かめたいな。

・なるほど等しいぞ。

・切り口が斜めだから平行四辺形だ。

・平行四辺形の面積を求めるのだな。

・もとの長方形と等しいのかな。形がちがうのに。

・これは簡単に長方形にできそうだ。

・切り口が鋭くなって難しそうだ。

・やっともとの長方形になったよ。

・ほかにもいろいろな考えがあって、おもしろいな。

・かたむきが変わっても、全部同じになったな。

・どんな平行四辺形でも求められる公式があるといいね。
	・封筒を提示し、引き抜かれた部分と引き出した部分の面積を比べさせる。

・切り取って重ねることで、面積が等しいことをおさえる。

・切り口が斜めの封筒から引き抜いた

形を提示し、その面積について考え

させていく。

・切り取ってもとの長方形に貼ること

で、４０cm２に等しいと確かめさせ

る。　　　　　　　　 　　評価ア

・傾きの違ういろいろな平行四辺形を用意し、好きなものから取り組ませ、自力解決させる。

・方法が見つからない児童にはヒント

カードを与え、ひとつの方法ができた児童には別の方法を考えるよう指示する。

・発表でのかかわりのなかで、多様な

求め方のよさを認めさせていく。

・いろいろな考え方を発表させ、　　どの方法も長方形に帰着させて考えていることを確認する｡　評価イ　　　　　　　　　　　　　　

・変わらなかった要素に着目させ、公式化へとつなげていく。


Ⅴ　考察

（1） 学習形態の工夫について

· 求積方法を考えるところでコース選択学習にし、教具もコースにあったものを使うことは、児童たちからいろいろな見方や考え方を引き出すのに効果的であった。長方形に等積変形するという操作の中で、一人一人が意欲的に活動し、また楽しく取り組んでいるのが感じられた。

· コース選択では、本学年の児童は昨年度から少人数学習をしてきており、今回のように自分たちでコースを選択するということも経験してきている。レディネステストや、日頃の様子をもとにコース選択の際は助言をしたいと考えていたが、児童たちは、ほぼこちらの思いと同じ選択をしていた。つまり、自分に合うコース選択ということでは、前学年からの取組みが十分生かされていたように思う。

· 発表では、公式を導きだしたところで、２つのコースが合流して、それぞれの見つけ方を発表し合う場を設けた。「高さを変えて考えるコース」と「傾きだけを変えて考えるコース」のそれぞれで扱った教具をもとに数名ずつで発表をさせた。発表に先立って、その子たちが進んで発表原稿を作ったり、練習をしたりする姿も見られた。発表の後は、別のコースの教具を操作する子もおり、他のやり方を知ることで、面積の学習に一層興味をもった様子が伺えた。

（2） 操作的な教具の使用について

· 今回の指導の流れは、平行四辺形を学習した後に三角形を学習するようにした。それは、平行四辺形を長方形に等積変形させるという発想が生まれやすいという考えが一つにはあったからである｡等積変形をさせる活動の中で、様々な操作活動ができるよう教材教具の工夫を試みた。児童たちが自分で操作し、それまでの知識をもとに自分で課題を解くかぎを見出したり、自分で面積を求めることができる形に変形しようと働きかけていこうとしたりする力、この力がつくことが基本の定着つまり「わかる」ということになると考えた。「高さを変えて考える」コースでのジオボードや木枠の教具は、課題にたいする興味付けとなったと思う。また木枠が動くことで、高さがどんどん変わるとどうなるだろうと、学習が深まるものにもなった。「傾きだけを変えて考える」コースでの封筒から引き出した面積が空になった部分と同じになることは、図形のおもしろさや面積を求めてみたいという原動力にもなったのではなかろうか。受指導の中で、確かな学力を児童たちにどのようにしてつけていくか、意欲をどう発揮させるかという話題が上ったが、あらためて教材教具のもつ意味について考えさせられた。

　　　また、この教具を操作することで見つけた等積変形のやり方は、どんな平行四辺形でも同じようにすれば長方形に等積変形することができることを、児童たちにつかませることにもなった。このことは、いろいろな四角形（台形やひし形など）においても、等積変形して求めると、それまで学習してきた公式を使って解くことができることや、新たな公式を導き出すことができるという思いを児童たちにもたせることができた。本単元の最後にクラス解体し、学年を４つのグループ（ひし形，凹形，台形，凧形）に分けて、児童たちが選択した四角形の面積を求める時間をとった。その中で、児童たちは本単元で学習したことを生かし、一人一人が意欲的に取り組み、新たな公式を導き出し、より図形に関心をもったのが伺えた。

(3) 児童が見つけた操作活動の例について

○　大部分の児童は、等積変形操作を平面的な２次元上だけで切り貼りしていたが、なかには下に示すように切り口をつなぎ、一度輪にしてから折り重ねて二つの相似な長方形に変形するという視点の違った操作を見つけた児童もいたので紹介しておく｡

(平行四辺形を長方形に等積変形する学習場面で)

	　




⇒
　⇒


　　

平行四辺形を　⇒　切り口をそろえて輪にする　⇒　　折り重ね二つの長方形に


一組Ｓさんの操作例

Ⅵ　参考文献

· 個に応じた指導に関する指導資料

～発展的な学習や補充的な学習の推進～　　　　　　文部科学省　　　　　　矢野　重典

· 面積と体積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京図書　　　ボルチャンスキー

· 子どもを伸ばす　少人数指導の工夫と実践　　　教育開発研究所　　　　　　加藤　幸次

· わかる・できる楽しい算数　　　　　　　　　　子どもの未来社　　　　　　堀内　正男

· 心をひらく算数科ティームティーチング　　　　　　　明治図書　　　　　　手島　勝朗

・　生きる力を育む算数授業の創造　　　　　　　　　　　ニチブン　　　　　　國澤　賢治

Ⅶ　資料(１)　

(総時数１３時間)

	記号
	学習形態　　
	小単元名
	使用教具
	教具の説明

	Ｇ
	ＴＴ方式学習
	等しい面積
(導入)
	
	・移動や平行によって等積変形される正方形や長方形の例として提示するもの｡

	Ｃ
	コース
選択学習
	平行四辺形
	高さコース
	傾きコース
	・ねじの締め具合を調節できるようにした木枠と封筒から引き出せるようにした２通りの平行四辺形で面積の変化を考えさせるようにしたもの｡

	
	
	
	(木枠)
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高さを変える
	(封筒)

傾きを変える
	

	Ｂ
	少人数学習
	三角形
	対角線で２等分した三角形




鋭角　直角　　鈍角
	・倍積変形の逆操作で三角形の面積の公式にある２で割ることの意味を考えさせるもの｡

	Ｂ
	少人数学習
	求め方の工夫
	

｡


ジオボード　ボールとコート
	･ジオボード(省略)
・四つの頂点からボールまでの点を結ぶ直線によって作られる三角形の面積の変化を考えさせるもの｡

	Ｂ
	少人数学習
	一般四角形
	

直角が
　　　直角が　
あるもの     ないもの　

	・長方形から三角形を差し引いたり、共通底辺をとったりなどの工夫をして面積の求め方を考えさせるもの｡


	Ｅ
	学年関心度別学習
	その他の
四角形
	
ひし形　凹形　 台形　 凧形　　　　

	・画仙紙を台紙にした上に、重ね貼りができるようにした４通りの四角形の面積を等積変形して求めさせるもの。


　尚、学習形態については「子どもを伸ばす少人数指導の工夫と実践」や、本校の｢少人数指導研究集録｣をご覧になられるとより具体的にお分かりいただけると思う｡　　　　　　　　　      以上

(文責；西村)

平行四辺形の面積の求め方を考えよう








平行四辺形の面積の求め方を考えよう
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